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英語資格・検定試験の利用について

※1 CEFRとはCommon European Framework of Reference for Languages（ヨーロッパ言語共通参照枠）およびそれが示す到達目標を指します
※2 TOEIC L&RスコアにTOEIC S&Wスコアを2.5倍して合算したスコア
※3 GTECについては、BasicとCoreは対象とせず、AdvancedとCBTに限ります
※4 TEAPを利用する場合、全3回の試験での技能ごとの最高点を採用するのではなく、1回のみの点数を採用します

英語資格・検定試験利用制度

本学が指定する英語の資格・検定試験のスコアを学力試験「英語」の得点にみなして換算します。この制度を利用する場合は、学力試
験（英語を必ず選択）を受験する必要があります。学力試験は2科目選択となりますので、「英語」以外の科目は必ず本学で受験してくだ
さい。
なお、この制度を利用する場合でも、本学の「英語」を受験することができます。その場合は、どちらか高得点のものを判定に採用しま
す。本学が指定する英語の資格・検定試験のみなし得点換算と本学の「英語」の得点を比較して、得点の高いほうで合否判定されます
ので安心です。

申請方法

英語資格・検定試験利用制度に申請する場合は、マイページで出願登録を行う際に、学力試験から「英語」を含む2科目を選択し、「英語
資格・検定試験利用制度を申請する」を選択してください。
また、スコアを証明する成績証明書などの写しを、出願書類と一緒に出願期間内に送付してください。
スコアは2019年度以降に受験し、取得したものを有効とします。スコアに有効期限がある試験については、出願期間開始日に有効なス
コアのみを対象とします。いずれの試験においてもオフィシャルスコアに限ります。

対象となる入試種別

学校推薦型選抜B日程、一般選抜1期B日程・C日程、一般選抜2期
外国人留学生入試1期B日程、外国人留学生入試2期B日程・C日程

資格取得特待生（国内学生対象）との併用について

「資格取得特待生」とは、国内学生を対象とした奨学金制度で、対象となる資格・検定は、英検、TOEIC L&R、TOEFL iBT、GTECです。
（詳しくはP49をご確認ください）
「資格取得特待生」（奨学金制度）は「英語資格・検定利用制度」との併用が可能です。また、「資格取得特待生」（奨学金制度）だけに申請
し、「英語資格・検定利用制度」を申請しないことも可能です。
「資格取得特待生」（奨学金制度）に申請する方は、申請書（本学ウェブサイトよりダウンロード）を出願書類に同封してください。申請書
の提出がない場合は、選考対象外となりますのでご注意ください。

〈 換算表 〉
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IELTS
(アカデミックモジュール)

TEAP※4
(4技能)

TEAP
CBT※4
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